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６次産業化調査特別委員会会議録 

 

令和 3年 12月 2日（木） 

午後１時 30分   開会 

 

○小出義一委員長 

  ただいまから、6次産業化調査特別委員会を開会します。 

  協議第１、調査事項についてを行います。 

 （１）勉強会の報告についてを行います。 

  11月 4日に実施しました勉強会について、皆さまからレポートを提出いただきましたので、本日は改めて

その内容を確認させていただきます。順番にお伺いしますので、補足のご意見等もありましたらお願いしま

す。暫く休憩します。 

 

午後 1時 3１分 休憩 

 午後１時５８分 再開 

 

〇小出義一委員長 

  委員会を再開します。 

勉強会の主なご意見では、 

・６次産業化は狭義と広義の捉え方があること。 

・地域が経済的に活発になることが大切。 

・農商工官学の連携を行政区にとらわれずに実現する。 

・異業種が農商工連携を築ける体制をサポートするためのプラットホーム機能の形成が必要。 

などがありました。委員会としましては、広義の 6次産業化についても視野に入れながら地域の活性化に

つながる方向で進めていくことで皆さんと思いが一致したことを確認することができました。このことについて

ご意見はありますか。 

 

【「なし」との声あり。】 

 

〇小出義一委員長  

  次に、（２）６次産業化の捉え方と今後の調査の方向性についてを行います。 

知多農業普及指導センターへ正副委員長で出向き、農業支援の内容やその仕組みなどについて事前

調査を行ってまいりましたので、その内容を副委員長から報告させていただきます。 

 

  暫く休憩します。 
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午後２時１０分 休憩 

 午後２時２６分 再開 

 

 〇小出義一委員長  

   委員会を再開します。 

   本日、資料もお配りしていますのでまたお目通しいただき、今後の調査の参考にしてください。 

このことについてご意見がありましたらお願いします。 

 

【「なし」との声あり。】 

 

 〇次に、（３）市内（知多地域内）視察についてを行います。 

   知多地域内で６次産業化を進めている就農者から、６次産業化についてのお話を聞く機会を設けた

いと考えています。調査の内容としましては、 

・６次産業化の取組みとして、展開されている事業について 

・６次産業化を目指したきっかけについて 

・６次産業化の取組みにより得られた成果また、成功のポイントについて 

・６次産業化を実践する中で見えてきた実態や課題などについて 

・6 次産業化の取組みとして他の事業者等と連携して行っている事業について。他の事業者と連携し

付加価値が上がるような商品開発を行っている又は他の事業者に加工を依頼しているなど 

・6次産業化の取組みの中で必要な行政支援についてなどについてお伺いしたいと考えています。 

  視察は、事前に皆さまと調整をさせていただきました、１２月２１日（火）に実施しますので、９時

２０分に市役所ロータリーにお集まりください。視察先は、酒井畑、市野園芸、つづき農園の３か所を予

定しています。このことについてご意見がありましたらお願いします。 

 

【「なし」との声あり。】 

 

〇小出義一委員長 

 ないようですので、この件はこれで終了します。 

 では、次に（３）県外視察についてを行います。 

 視察は、令和４年２月３日（木）、４日（金）の 1泊２日間の工程で行いますのでご予定下さい

ますようお願いします。先進地では主に農商工官学連携の実状と１次産業の活性化を導くためのプラット

ホーム機能について調査をしたいと考えています。視察先につきましては、正副委員長で検討してまいりま

すので、候補が上がりましたらお知らせします。このことについてご意見がありましたらお願いします。 

 

【「なし」との声あり。】 
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〇小出義一委員長 

ないようですので、この件はこれで終了します。 

では、次に、（４）その他ついてを行います。 

次回は、市内視察となります。現時点の予定では、９時３０分に市役所を出発しますので、 

９時２０分に市役所ロータリーにお集まりください。昼食のことにつきましては、改めて連絡いたします。 

他に何かある方はいらっしゃいますか。 

 

【「なし」との声あり。】 

 

〇小出義一委員長 

ないようですので、本日の６次産業化調査特別委員会を閉会します。 

お疲れ様でした。 

 

 

午後２時４５分 閉会 


